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令和５年度 

 

事 業  報  告  

 

                     公益社団法人 沖縄県手をつなぐ育成会 

 

【１】総   括 

本年４月に、障がいの有無にかかわらず、一人ひとりが個人として尊重された社会生活

が営めるため総合的な支援を行うことを目的とした障害者総合支援法が改正されました。

今回の具体的な内容は、障がい者の地域生活を支える為の体制強化や多様な障がい特性

のニーズに応じた、就労や雇用の質の向上などで、医療面でも、障がい児や難病患者に対

する適切な療養生活が送れるための障害福祉サービスの支援強化などであります。その

一つに障がい者に対する民間事業者の合理的配慮の義務化も加えられ、暮らし方や就労

に関する利用者ニーズへの柔軟な対応や虐待防止及び身体拘束の適正化の徹底などに加

え関係機関との連携強化には大きな期待が持てます。しかし他方では、現在の国内外の

様々な厳しい環境により、日本の消費者指数は年々上昇している影響で物価の高騰は後

を絶たず、経費の大幅な増加が原因で事業経営が圧迫されている障害福祉サービス事業

所の現状や、所得に限りのある障がい者の生活に対する不安には危機感を持たざるを得

ません。私たち育成会は、障がいのある方やその家族が安心して・安定した日常生活を過

ごせるために権利擁護の啓発活動を推進し、障がいの有無に係わらずに互いの人格を認

め合う共生社会の実現を目指し本年度も積極的な運動を展開してまいりました。ここに

令和５年度の活動を報告いたします。 

 

 

【２】事   業 

第１．公益目的事業 
 １．本人活動支援のための組織強化事業 

   ①本人活動支援事業【沖縄県障害者社会参加促進事業等（委託事業）】 

    沖縄県には本人部会がまだ少ない状況にあります。地区ごとに研修会、交流会、

社会見学、社会奉仕事業等を展開し本人活動促進に努めました。 

 

  ２．社会啓発事業 

①第３１回沖縄県ゆうあいスポーツ大会 

【沖縄県ゆうあいスポーツ大会委託事業（委託事業）】 

(沖縄県・沖縄県知的障害者福祉協会と共同主催） 

開催日 令和５年１２月２日（土） 

場所 沖縄県総合運動公園 

参加数 本人９５８名、関係者・ボランティア１８２名 

（計１，１４０名） 

              

   ②宮古・八重山地区スポーツ大会 
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   【宮古・八重山地区知的障害者スポーツ大会開催事業（委託事業）】 

    宮古地区大会（輪投げ、フライングディスク・ターゲットゲーム等） 

開催日 令和６年２月２１日（水）  

場所 ＪＴＡドーム宮古島 

参加数 本人１５５名、関係者・ボランティア８４名（計２３９名） 

 

    八重山地区大会（ボウリング） 

開催日 令和６年２月１０日（土）   

場所 石垣あやぱにボウル 

参加数 本人２５名、関係者・ボランティア１５名（計４０名） 

    

   ③心の輪を広げる障害者理解促進事業（沖縄県委託事業） 

     内閣府並びに都道府県・指定都市が主催する「心の輪を広げる体験作文」及び 

「障害者週間のポスター」を募集し、審査委員会において優秀作品を決定し、県知

事へ推薦しました。また、被表彰者は県主催の表彰式において、表彰されました。 

 

   ④第２７回育成会文化祭り 

開催日 令和５年９月２３日（土・祝）   

場所 沖縄市民会館大ホール 

テーマ 手をつなぎ、この感動をわかちあおう 

支え支えられ共に暮らせる地域社会を！ 

舞台発表 ９団体（１８５名） 

作品展示・展示即売 ９団体 

     舞台上では、舞踊・エイサー・ダンスなど多様な発表が繰り広げられ、演者の

皆さんは日々の練習の成果を余すところなく発揮しました。会館内ロビーにお

いては、施設や事業所の利用者が製作した絵画や工芸品などが展示され即売会

も行われました。参加総人数は２５０余名でした。 

 

     ⑤広報啓発事業 

    １．毎月１回、各１，０００部を発行しました。 

    ２．配布先⇒各親の会、特別支援学校ＰＴＡ、県、市町村、 全国手をつなぐ育

成会連合会、各都道府県育成会(全国手をつなぐ育成会連合会を経

由)、賛助会員、その他 

    ３．知的障がい者の「処遇の改善」や｢社会参加・自立｣の促進、組織の拡大を推

進すると共に、社会啓発教育の促進、中央の動きや各育成会の活動状況等を

より早く会員に伝え、各施設及びその親の会、各地区親の会並びに事業所の

活動状況を紹介してきました。 

 

   ⑥THANKS（サンクス）運動の普及・啓発 

沖縄県社会福祉協議会と連携し、啓発活動に努めました。 
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⑦第６０回発達障害福祉月間（９月１日～９月３０日） 

     全国育成会連合会を通して配布されたポスター等を掲示しました。 

 

   ⑧その他の啓発事業として、各地区・市町村親の会並びに施設父母の会への協力を

始め、全国手をつなぐ育成会連合会機関誌「手をつなぐ」「ほうりつの本」等、

会員に頒布し宣伝啓発に努めました。また、育成会パンフレットを関係団体へ配

布し啓発活動に努めました。 

 

  ３．知的障害者に関する研修及び表彰事業 

   ①第５７回沖縄県知的障がい者教育・福祉・就労研究大会開催事業  

開催日 令和６年２月１７日(土)  

場所 沖縄県総合福祉センター ゆいホール 

主題 「障がいの人もない人も共に生きる社会の実現」 

スローガン 

～地域で安心して豊かに暮らせるための支援体制

の確立を～ 

～一人ひとりを認め合う社会の実現～ 

行政説明 
「沖縄県の障害者福祉の取組み」 

沖縄県子ども生活福祉部 

基調報告 

「法改正・報酬改定と全国手をつなぐ育成会連合

会について」 

全国手をつなぐ育成会連合会 

 常務理事兼事務局長 又村 あおい 

座談会     

「親亡き後、地域で安心して暮らせるためには？ 

～これからの本人を取り巻く支援のあり方～」 

テーマ１：本人活動の促進支援に向けて 

テーマ２：親・きょうだい、支援員、後見人 

～本人を取り巻く環境の作り方～ 

被感謝・表彰者 

表彰：百名 聡（南城市手をつなぐ育成会） 

   渡名喜 恵子（ゆいの郷保護者会） 

   神谷 義和（特定非営利活動法人東風の庭） 

花城 旭三（宮古地区手をつなぐ育成会） 

本人表彰：大城 奈津子（沖縄市手をつなぐ育成会） 

参加人員 ８０名余 

    本大会は、当面する知的障がい者の教育・福祉・就労に係る諸問題について研

究・討議を行い、その対応策を見い出すことを目的として開催しました。 

 

   ②九州大会・全国大会・事業所全国研修大会参加者派遣事業 

    第８回全国手をつなぐ育成会連合会全国大会愛媛大会派遣事業 

開催日 令和６年１月２７日（土）～１月２８日（日） 

場所 愛媛県 
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主題 「いきいきと 笑顔（えがお）でくらす 

伊豫の国から」 

スローガン 「みとめ愛 ささえ愛 共に生きる社会をめざし

て」 

沖縄県からの参加者 代表者１名（田中理事長） 

被表彰者 東 宏明（沖縄県手をつなぐ育成会） 

 

第６２回九州地区手をつなぐ育成会福岡市大会開催事業 

開催日 令和５年１０月８日（土） 

場所 福岡市 

主題 「親ある時も親なき後も、皆で支えるわが子の幸

せ！」 

大会スローガン 「今を充実させ、親なき後につなごう！」 

「仲間を増やそう育成会！」 

本人大会スローガン 「未来にはばたけ僕らの力で～一緒に歩もう福岡

から～」 

沖縄県からの参加者 ９名 

本人分科会発表者 與那嶺 けい子（協働作業所ぬぶいてぃーだ） 

被表彰者 知名 正博（南城市手をつなぐ育成会） 

砂川 好彦（沖縄県手をつなぐ育成会） 

 

令和５年度全国手をつなぐ事業所協議会全国研修大会長崎県大会派遣事業 

開催日 令和６年２月２４日（土） 

場所 長崎県 

テーマ 「本人を主体とした生きがいを感じる事業所を目

指して」 

 

   ③令和５年度障害者虐待防止・権利擁護研修事業 

     障害のある人の尊厳にふさわしい処遇の確立と権利擁護を目的として研修を行

いました。また、訪問研修として家族会及び県内事業所等へ講師を派遣し研修を

行いました。 

       （集合研修） 

開催日 令和６年１月１９日(金) 

講師 沖縄県手をつなぐ育成会 理事長 田中寛 

場所 沖縄県総合福祉センター ４０３研修室 

受講者数 ４２名 

   （訪問研修） 

令和５年１０月１５日（土） 名護学院家族会 

（講師）理事長 田中 寛 

 



- 5 - 

 

 

第２．その他の事業（相互扶助等事業） 
１．運営資金調達事業 

例年行っている物品販売事業等は、実行委員会主体で行います。 

 

第３．育成会事業の拡大強化 
     育成会事業は、前記第１から第３までの諸事業を推進していますが、その他新た

な県(国)委託事業の確保や独自の事業に取り組むことを検討します。 

 

【３】施策の推進 

 全国手をつなぐ育成会連合会や他の障がい者団体とともに障害者自立支援法の見

直しを始めとする障がい者福祉の向上、改善についての様々な要望を中央・地方行

政並びに関係機関へ提出し、要請を行ないました。 

 

【４】組織強化と財政基盤の確立 

 第１．組織の確立について 

    県育成会の事業活性化のためには、所属する団体の組織力を強化し、必要な組織

の結成促進を図り、育成会組織の強化拡大を目指すことが重要である。 

１．各地区・市町村親の会及び施設親の会の結成促進及び活動の活性化への支援 

    ２．沖縄県事業所協議会組織の強化促進 

    ３．特別支援学校や発達障がい者(児)保護者たちへの育成会加入促進 

    ４．本人及びきょうだい会の支援促進 

 

 第２．啓発事業の確立について 

    知的障がい者に対する一般市民の理解や認識を深めるため、新聞の発行等の啓発

活動を実施しました。 

 

 第３．財政基盤の確立について 

     健全な財政を確立するためチャリティー実行委員会の運営と並行して、会員・

賛助会員の拡大を目標に努めてまいりました。 

（チャリティー実行委員会寄付金実績） 

チャリティーゴルフ大会 ３５３，８８０円 

チャリティーボウリング大会 １７３，１４６円 

夏季そうめん販売 １４４，０００円 

チャリティードリンク販売 １１２，３５１円 

冬季ラーメン等販売 ２８，８００円 

 

 第４．研修会の開催について 

     積極的に活動する親の会を展開するために、前記「研修・交流・研究事業」の 

    とおり充実した各種研修の実施に努めました。 
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【５】会  議 

   (１)令和５年度定期総会の開催 

開催日 令和５年５月２８日（日） 

場所 沖縄県総合福祉センター ゆいホール 

 

 

   (２)理事会の開催 

    定期理事会 

第１回 令和５年５月１１日（木) 

臨時 令和５年５月２８日（日） 

第２回 令和５年８月２５日（金) 

第３回 令和６年３月２５日（月） 

 

   (３)全国手をつなぐ育成会連合会代表者・事務局長会議への出席 

開催日（オンライン会議） 令和６年３月１４日（木） 

 

   (４)九州地区手をつなぐ育成会連絡協議会会長・事務局長会議への出席 

第１回 令和５年４月２１日（金） 

第２回（オンライン会議） 令和５年１０月７日（金)  

第３回（オンライン会議） 令和６年２月２０日（火） 

 

  


